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かほく市社会福祉協議会広報誌

•
ミ予d冗

J

2014Nn24 みんなで築く地織福祉のまちづくり

2 かlま〈市社会福祉大会石川県社会福祉大会(報告)

3 第 3@摘がい者交涜スポーツ大会

3 住民陸 8薬会を開催しましょう

4 かはくっ予ジュ =7 ボラジテイア体験

5 ポラジテイ?績を or 福祉毅宵プログラム」
5 ポランテイ?グループ紹介「カスパール人形劇団ポチポチ J

6 各国俸の活動車 a告「みん忽元気で輝いています J

6 共同募金情報「総来たすげあい募金巴ご協力を」

?民生委員児直室長員構顎

8 知つ得「祉協問介護支纏彦築 J



主監回忌J育理亀

叩
月
四
日
(
木
)
に
七
縁
腿
雌
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

市
民
約

2
1
0

名
が
参
加
の
も
と
附
俄
し
ま
し
た
.

か
ほ
く
市
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
表
彰
凶
名 市

内
編
祉
関
係
者

-
祉
へ
主
仕
活
働
省
山
下
聖
佐
子

•

警

章空
武
久

•

J・1・

"

吉
田

'

•

'

北
仲
介
ケ
イ
子

"

「臼分らしい躍らしを

実現するための

リハビリテーンヨンJ

'

弁
口

車

'

•

""

用

北
III

書

•

J・

"

竹
内

2
が
い
を
も
っ
た
方
に
と
っ
て
、

記
念
講
演
。
白
川
ら
し
い
生
活
の
書
官
は
・

t
j
苅
引
副
パ
ジ
ョ
ン

そ
の
決
裂
に
向
け
て
生
活
し
て
い
御
室
)
目
本
立
霊
碑
主
協
会
会
長

る
方
の
紹
介
を
究
え
な
が
ら
の
醜

演
で
し
た
.
支
え
る
側
は
そ
の

人
に
ど
う
い
っ
た
闘
が
い
が
あ
る

の
か
で
は
な
く
そ
の
人
は
ど
う

い
っ
た
人
で
あ
る
の
か
を
尽
解
す

る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
の
こ
と

で
し
た
.

溺師

一般社聞法人日本何来線法士協会

会長中村春基氏

日
月
M
日
{
本
)
に
開
催
さ
れ
た

郡
田
回
石
川
県
社
会
面
祉
大
会
で

以
内
福
批
聞
係
者
等
約

6
0
0
名
が

診
加
の
も
と
次
の
か
ほ
く
市
内
福

祉
関
M
険
者
が
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し

た
.石

川
県
知
車
表
影

5
名

-
民
生
列
車
愛

U

氷
上

-
社
会
提
主
従
事
計
袋
井

-
ポ
ラ
主
ィ
ア
活
動
荷
車

•

盛

-
d
縦
勤
務
鶴
見
茸
智
子

.
，
秋
田
和
桂
.

・
中
国
自
陣

-
置
戸
贋
聾
.

・
青
崎
幸
子
・

・
褒
美
津
子
.

・
寺
内
和
葺

-
北
井
武
彦
.

・
金
谷
直
子
・

-
2
瞬

R

西
川
聖

-
n

山
口
恒
子

.
，
葺
崇
彦

.
保
符
附
係
脅
西
村
融
美

・
根
布
律
子

・
吉
田
重
希

・
迎
夕
紀
子

・
酉
佳
代

・
図
丸
晴
美
【
眠
不
同
敏
伸
脇
】

•

山

口

'

孝
夫重

ヨ
ネ
子員季

石
川
県
社
会
福
祉
協
機
会

会
長
表
修

5
名

•
•
商
務

-
ボ
ム
フ
ン
テ
ィ
ア
情
動
串
刷
新
車
利
美
雄

•
•
黒
III

•
•

吉
岡

警
宜

子事

•
•

村
谷
和
子

【
順
不
同
、
肢
体
略
】

同省か!毒<mlま陥だよリ



ヤ
祉協定d;l)

実
8

市
内
の
施
設
や
団
体
か
ら

5
チ
l
ム
が
参
加
し
て
、

ス
ポ
ツ
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

8
月
白
日
〈
本
)
に
「
節
3
凹
障
が
い
者
交
線
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
を
聞
似
し
ま
し
た
・
こ

の
大
会
も
今
年
度
で

3
回
目
と
な
り
ま
す
.
今
年
度
は
初
参
加
の
1
チ

I
ム
を
迎
え
て
、

5
チ
ー
ム
総
勿
相
名
が
、
風
船
バ
レ
ー
や
ス
カ
ッ
ト
ポ
ー
ル
の
餓
技
を
通
じ
て
視
聴
を
深

め
ま
し
た

e

ど
の
チ

l

ム
も
優
勝
を
目
指
し
て
-
丸
と
な
り
自
然
し
た
対
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
る
中
、
「
臼
千
向
会
」
の
み
な
さ
ん
が
優
勝
し
ま
し
た
.
こ
の
大
会
を
通
じ
て
.

ほ
か
の
施
政
や
間
体
の
締
さ
ん
と
の
交
流
が
さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
嗣
い
ま
す
.

ス
カ
ッ
ト
ボ
』
ル
般
後

総
合
優
陽
チ
ム

『
白
子-
m
A
E
』

風
船
バ
レ

l
餓
篠

め

地域で住民座説会を開催しましょう

ふ
だ
ん
生
活
し
て
い
る
私
た
ち
の

地
域
に
つ
い
て
み
ん
な
で
崎
り

A
Mい
、

身
近
な
地
域
の
新
た
怠
珂
づ
き
を
発

且
し
て
み
ま
せ
ん
か
.
円
減
楽
な
雰
闘

珂
の
中
で
.
み
ん
な
で
地
域
を
鋭
り

逝
っ
て
み
ま
し
ょ
う
.
間
心
の
あ
る

方
は
、
ま
ず
は
社
会
福
祉
協
踊
会
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
.

8
0
7
6
A
2
8
5
)
8
8
8
5

、­

H25住民座談会の機子(地l.;l福松活動計画策定時)
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』
今
年
度
は

5

つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
体
験
の
中
か

-
b

市
内
の
小
学

5
6

年
生
が
興
味
の
あ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

そ
れ
ぞ
れ
多
加
を
し
ま
し
た
・
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
沼
動
で
も
子
ど
も
た
ち
が
自
ら
考
え
動
い
て
い
る
樹
耐
が
見
ら
れ

頼
も
し
い
限
り
で
し
た
・

r7l26 小さな子ともたちとの

_~'tI.あいボランティア』

ポラμティアグループまどヵ、の

怖さんにご協力いただきました

H
m
y
需
児
麓
の
感
惣
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日昼主』盗

九白ほめl即とうこ711立しにか['.1，11<

ラヲうTI-;ゑ加してt".I;(叶二土てI '長人

の宇骨lれf二け!/r:"'1れ円札プ'!)'?G.
は(.wl:·ι ヒ尼，.ましとJし τ!必割i..

H引'::(11:'ljと二Ci;'ョー厨ののvt

φん自主わう~.~f!~喜多" ， 1:'Ij.豹
l二割。してい，i/j年耳何〕方たう札ドゴエ
ふ凶7t11-'<Ii叩 (i 二条 ιんでもう
λたので cH うれし b\I: f' 1.

ItI(日

rall7 ととぷき園での夏祭り

ボランティアJ

下どもたちもお然りそ納 杯

盛り 1:1ずました

日
刊
山F
M

E
E
t
l

諸
哨
岬
航

行
M
H弘
正
門
、

，
シι
v
d比
た

け
れ
い
そ
か
れ
引ι

州
銃
一
九
引

が
F
V
4
I
V
れ
μ引

十
九r
山U
F
φ

糾
れ
か
山
川HH
.

rall9使用潰み切手の収集
盤理ボランティア」

山切子収集グループのt脅さん

にご焔j品、ただきました

市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、

1
5
8
6
2

刊
の
将
怠
が

得
せ
ら
れ
ま
し
た
.

ram障がい者交涜スポーツ

大会でのボランティアJ

II然と字をnし仲ペサポートを

しても、ました

I"月1 日赤い羽線共凋房金活動」

剖14.12か!毒<mlま陥だよリ
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も

福

祉

教

育

プ

ロ

グ

ラ

ム

で

は

、

地

瞳

の

み

な

さ

ん

が

、

お

た

が

い

さ

ま

の

心

で

つ

な

ぎ

み

ん

な

で

支

え

あ

-

コ

ま

ち

を

目

指

し

て

.

地

国

唱

の

身

近

な

福

祉

に

つ

い

て

学

び

ま

す

.

イ百互
角

1・.'o

主Jz.JとJz:JiJZJ劃室l
つなごうボランティア 広げようまちづ〈り

ー・社協むCJ;()

石
川
県
立
宥
護
大
学
の
武
山
雅

志
数
慢
を
鵡
師
に
迎
え
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
謙
虚
「
級
々
な
川
側

面
で
役
立
つ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
』
を
側
俄
し
ま
し
た
.
人
と
の

問
わ
り
地
峻
と
の
聞
わ
り
の
中

で
毘
要
な
要
楽
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
方
法
を
協
智
も
交
え

な
が
ら
学
び
ま
し
た
.

「
認
知
縦
の
方
へ
の
按
し
方
に
つ

い
て
学
ぶ
諸
雌
」
を
行
い
キ
ャ

ラ
バ
ン
メ
イ
ト
か
ら
腿
知
症
の
個
展

解
や
対
応
方
法
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
.
参
加
者
が
介
後
者
役
を
減

じ
場
闘
に
応
じ
た
対
応
方
法
を

行
い
ま
し
た
.

“
f ヵスパーJレ人制団「ポチポチ. む

h

ド
イ
ツ1
1
4れ
た
カ
ス
パl

、
“
ル
人
形
の
と
り
こ
に
な
っ
た

m
人

《
‘
"
"
で
、
人
形
劇
団
『
ポ
チ
ボ
チ
』
を

J
作
り
ま
し
た
・
第
一
、
璽
一
百
曜

B

の
午
後
集
ま
り
台
伺
・
発
声

.
人
形
使
い
な
ど
の
練
習
を
し
て

い
ま
す
。
お
豆
い
の
良
さ
を
認
め

合
い
、
笑
顔
で
ポ
チ
ポ
テ
温
ん
で

い
こ
う
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

代
表

V
森
図

紀
代
美
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楽しく瞳康づくり~

9
月
四
日
は
ス
カ
ッ
ト
ポ
ー

ル
七
塚
地
区
大
会
が
側
催
さ

れ
ま
し
た
.
か
ほ
〈
市
老
人

ク
ラ
ブ
迎
合
会
と
し
て
今
年

度
は
じ
め
て
の
取
り
組
み
で
、

ク
ラ
ブ
パ
レ
ッ
ト
に
よ
る
体

力
づ
く
り
と
ス
カ
ッ
ト
ポ

i

ル
で
側
互
の
側
棋
院
を
悶
り
ま

し
た
.

身 f血

障害者

部会

パスで紅車狩り

同
月
別
日
は
パ
ス
2
台
で
白

山
ス
ー
パ
ー
体
温
へ
紅
策
狩

り
に
出
か
け
ま
し
た
・
時
お

り
雨
が
降
り
生
憎
の
お
天
気

で
し
た
が
ふ
く
べ
の
大
滝

で
は
附
れ
附
に
パ
ス
か
ら
降

り
て
限
策
で
き
ま
し
た
そ

の
後
み
な
さ
ん
で
提
味
し
い

昼
食
を
食
べ
て
紛
っ
て
き
ま

し
た
.

手をつなぐ

育成金

沢を多きました

ぎのでをた利まで立 10
い t脅ししり川しー立月

51 弓官由主弓里出 a
qf 雪 fzraB22
2 主 2 白22 高島自
主イ日渉作木をの、
』ア聞きつをし家 l国

尖矧同幕金宙窃

翠 歳駅来枇…たすけ崎一あ
10月 1 日から「亦い羽桜J共鳥 I同白母4務金J 運動が2災Aだ5施されてい

ます.また、 12月 1 日からは「様末たすけあい路金j 躍動

が始まりました.

「信末たすけあい募金j は、支緩や援助を必弾とされているかほ〈市

内のご家庭 施般を利III されている方 仰がいのある方や子供たちの

ために役立てられます.

園E置石川県開融制ぽ〈市共同駐開会(聞く刷会副幽制限師団与醐5

初14.12箇

みなさまのあたたかい持立をお願いします.

か!ま〈司信社箇1どよリ
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園 園園警暴 l
|時間児童割問県.

園園
平成 25'1'3H 金剛氏児進発行訟冠 !I I\位誕生委It見~.喬It協嵐会?指針 λ唱‘調 .rt

。;民生委員児童委員の構成(克)

目性別
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回 5θ 制3牛

目在任期間
_1 期以内 _2 糊

-2.6. 一也 116 ・幽 S皆川 I·"I·"~ ・虚ミ姐・ー __27~

かlまく市 』 べ.fIj 4 1_ 28 凪雄副 1·"1 l -,38, lJ2. ーベ 8 6l2a"

目年齢構成 lTZ
田代

"" 均n 』 2ユー ~8 2

制まく ifi 圃1.5h 曲活‘ -91·1··1·.....・回h @

。日常的に情報交換い協働事業を実施する機関(%) 湘数回答

際福重所

z
m
司
会

時
制
雌
噌
鶴

町
・
剖
目
当
，
祉

時l「
幽
…

圃
所

副
園
事

単
位

地織包循支援センター

社会福祉箇強会

地域の， I'で処遇が燈しい事例には「尽輔されにくい』

「関係が作りに〈いJ r支える手立てが少ないJ などの

特徴があり 個別諜題の解決ために『地域との関係出

を通して様々な価値観やアイデアを出し合H手立てを奪

え fひとつの課題が人をつなぎ地域をつくるJ という研

修をしました.

総々な人が虐待への認設を高めてきているなか、虐待必

柑があった場合にはかほく『析ではどのような動きや対応

をしているのかを具t帥切な事例を過して学びました.

宙研回りお14.12



• •
1かほく市社会福祉協議会では、次の事業を実施しています。 E

E お気軽にお問い合せください。 且命|
-お問い合わせ TEL(076)285-2883FAX(076J285-2885

一…“一一
[ヨ訪問介護 】目 。0000 。

-ホームヘルパーが商船者の方々のお宅へお伺いし.食むして"訴していただける

お手伝いを 身体符に闘世のある方々には臼立支畿のためのお手伝いをいたします.

。00000卜居宅介護支援 ].

gg容物~~議書館関

急車
ol;!宅で生活されている介揮を必要とされる 1; 一人ひとりの状態に合わせて

ケアマネジャーが繊切 1 箪に栂I餓に応じます.

ト窃噸;

。介麗に関する相談 。介檀保障の申摘代行 。住宅世修の相敵

。サービス・集者と由連醜聞整 。福祉用具貰与腸λの助言

• •••••••• lil幽糊輔副側蜘怠協.......咽
次のみなさまから編後洲上にとご脊付ι、ただきました. (順不F川 平耐震"年7111611、平成'"ド11 1l 15U受付分

。かほく布まつり実行餐員会峰 。若絡を守り育む会織 。市内匿名 1名

次のみなさまからプルタプ叡免L 使月"市みJ切手の収集にご協力いただきました {眠不問〉

・唖置置ー字ノ気中学校織・唖E図面河北台中学校機・elm!iD折戸正代擁

ほか.~<の.(ほのみなさまからプルタプや艇剛院み切T\ 制刊務みイノクカートリッジの叡集にごもIi))いただきました.

発行·1Ii集 社会福祉注入かほく市社会福祉笥臨会字程引間かほ〈市建稼口盟香川ω仕組原健康福祉セ〆ター剛

~官 I lI1uuvwu] htt山川'h刷叫o.or.jp/ Ta(07叩5醐叫07問叩

問問どより初14.12首


